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☆
二
月
十
日
に
全
国
に
労
働
者
貧
農
の
大
示
威
運
動

　
を
組
織
せ
よ
！

☆
各
工
場
に
大
集
会
を
開
い
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

　
の
威
力
を
集
結
せ
よ
！

☆
党
の
戦
略
上
に
お
け
る
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

　
の
地
位

☆
総
選
挙
に
対
す
る
日
本
共
産
党
の
態
度

☆
編
　
集
　
後
　
記

創
　
刊
　
の
　
辞
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全
国
の
革
命
的
労
働
者
貧
農
諸
君
！

　
日
本
共
産
党
の
中
央
機
関
紙
「
赤
旗
」
が
、
こ
こ

に
生
れ
た
。
決
死
の
覚
悟
を
以
て
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
と
闘

争
す
る
革
命
的
前
衛
な
く
し
て
、
労
働
者
貧
農
の
真

の
階
級
的
勝
利
は
あ
り
得
な
い
。

　
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
最
も
優
秀
な
、
最
も

戦
闘
的
な
前
衛
分
子
の
革
命
的
隊
伍
た
る
日
本
共
産

党
は
、
過
去
七
年
に
わ
た
り
、
常
に
あ
ら
ゆ
る
闘
争

の
先
頭
に
立
つ
て
き
た
が
、
今
日
は
じ
め
て
、
こ
の

「
赤
旗
」
を
通
じ
て
大
衆
の
前
に
公
然
現
わ
れ
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
厳
格
な
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
下
に
、

全
勤
労
民
衆
の
あ
ら
ゆ
る
革
命
的
闘
争
を
指
導
し
組

織
す
る
任
務
を
最
も
忠
実
、
最
も
勇
敢
に
遂
行
せ
ん

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
日
本
共
産
党
は
、
こ
の
「
赤
旗
」
を
手
に
す
る
、

あ
ら
ゆ
る
革
命
的
労
動
者
貧
農
諸
君
を
通
じ
て
、
最

も
広
汎
な
る
大
衆
に
向
つ
て
、
吾
党
が
、
革
命
的
政

策
を
告
げ
る
。
あ
ら
ゆ
る
工
場
、
あ
ら
ゆ
る
農
村
に

お
い
て
闘
争
す
る
諸
君
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
及
び
地
主
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を
徹
底
的
に
打
ち
倒
す
政
治
的
基
準
を
学
び
と
る
で

あ
ろ
う
。

　
わ
が
「
赤
旗
」
は
、
諸
君
自
身
の
機
関
紙
で
あ
る
。

諸
君
の
あ
ら
ゆ
る
革
命
的
闘
争
は
、
最
も
敏
速
に
最

も
尖
鋭
に
こ
の
機
関
紙
に
反
映
さ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

わ
が
「
赤
旗
」
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
軍
隊
の
進
撃

の
先
頭
に
な
び
く
軍
旗
で
あ
る
。

　
本
紙
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
及
び
地
主
の
反
動
政
治
の

下
に
お
い
て
、
非
合
法
新
聞
と
し
て
秘
密
に
印
刷
さ

れ
、
配
布
さ
れ
る
。
だ
が
、
最
も
忠
実
に
階
級
闘
争

の
戦
場
に
働
く
諸
君
に
対
し
て
必
ず
や
何
ら
か
の
方

法
に
て
、
何
人
か
が
連
絡
し
、
諸
君
の
見
解
を
自
由

に
、
革
命
運
動
の
中
心
機
関
紙
た
る
こ
の
「
赤
旗
」

に
発
表
せ
し
む
る
で
あ
ろ
う
。

　
労
働
者
貧
農
大
衆
の
政
治
的
な
大
衆
的
奮
起
は
、

第
一
回
普
通
総
選
挙
を
契
機
と
し
て
益
々
高
ま
つ
て

き
た
。
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
及
び
地
主
の
反
動
政
策
も
益
々

激
烈
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
い
か
な
る
迫
害
を
も
恐
れ

ず
、
い
か
な
る
一
身
の
利
害
を
も
顧
み
ざ
る
革
命
的

前
衛
の
隊
伍
た
る
共
産
党
、
世
界
革
命
の
一
枝
隊
と
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し
て
世
界
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
勝
利
を
目
す
る
共

産
党
の
活
動
と
指
導
と
は
益
々
必
要
で
あ
る
。
共
産

党
員
と
革
命
的
労
働
者
貧
農
、
広
汎
な
大
衆
の
間
は

益
々
密
接
に
結
び
つ
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
に

よ
つ
て
の
み
全
勤
労
民
衆
の
勝
利
が
確
実
と
な
る
の

だ
。

　
全
国
の
革
命
的
労
働
者
貧
農
諸
君
！

　
わ
が
「
赤
旗
」
は
諸
君
を
通
じ
て
大
衆
の
間
に
、

吾
党
の
革
命
的
政
策
を
伝
播
し
、
ま
た
、
諸
君
を
通

じ
て
大
衆
の
要
求
を
吸
収
す
る
組
織
者
で
あ
る
。
諸

君
は
、
こ
の
階
級
的
任
務
を
最
も
忠
実
に
果
せ
！

　
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
革
命
は
不
可
避
で
あ
り
必
然
で

あ
る
。
そ
の
遂
行
者
は
前
衛
に
指
導
さ
れ
る
労
働
者

及
び
貧
農
で
あ
る
。

　
わ
が
「
赤
旗
」
は
、
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
に

偉
大
な
貢
献
を
な
す
こ
と
を
期
す
。

　
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
独
裁
国
家
を
破
壊
し
て
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
独
裁
国
家
を
建
設
せ
よ
！

　
第
三
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
万
歳
！

　
日
本
共
産
党
万
歳
！

4



　
日
本
革
命
的
労
働
貧
農
万
歳
！

　
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
万
歳
！

　
二
月
十
一
日
に
全
国
に

　
労
働
者
貧
農
の
大
示
威
運
動
を
組
織
せ
よ

　
　
　
　
資
本
家
地
主
の
総
動
員
に
労
働
者

　
　
　
　
貧
農
の
総
動
員
を
も
っ
て
答
え
よ
！

　
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
過
去
に
お
い
て
常

に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
総
動
員
の
示
威
行
動
を
敢
行
し
き

た
つ
た
二
月
十
一
日
、
こ
の
記
念
す
べ
き
日
に
敵
の

階
級
た
る
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
お
よ
び
地
主
は
、
今
年
逆
に

彼
ら
自
身
の
大
示
威
運
動
を
や
る
う
と
計
画
し
て
い

る
。
そ
れ
は
建
国
祭
の
示
威
運
動
だ
。

　
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
お
よ
び
貧
農
の
多
数
の
お
く
れ
た

層
を
青
年
団
、
在
郷
軍
人
等
の
申
に
吸
収
し
て
い
る

彼
ら
は
、
封
建
的
伝
統
を
利
用
し
、
お
く
れ
た
層
の

階
級
意
識
を
マ
ヒ
さ
せ
、
そ
れ
ら
を
動
員
し
、
今
度
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の
建
国
祭
を
し
て
次
の
階
級
的
意
識
を
持
だ
せ
よ
う

と
し
て
い
る
の
だ
。

　
第
一
は
総
選
挙
戦
に
お
け
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

お
よ
び
貧
農
の
政
治
的
擡
頭
の
弾
圧
、
第
二
は
帝
国

主
義
戦
争
の
準
備
だ
。
彼
ら
は
、
大
衆
を
つ
ね
に
貧

農
化
せ
し
め
る
こ
と
だ
け
に
満
足
せ
ず
、
更
に
大
衆

を
戦
場
に
迫
い
や
っ
て
大
虐
殺
を
敢
行
し
よ
う
と
い

う
の
だ
。

　
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
こ
の
勢
揃
い
に
対
し
て
、
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
ー
ト
の
党
た
る
共
産
党
な
ら
び
に
革
命
的
労

働
者
貧
農
の
大
衆
は
何
を
も
っ
て
こ
れ
に
答
え
る
か

？
　
言
う
ま
で
も
な
く
、
自
分
ら
の
力
の
綜
合
さ
れ

た
示
威
運
動
を
も
っ
て
こ
れ
に
答
え
る
の
だ
。
遅
れ

た
部
分
の
大
衆
に
た
い
し
て
は
行
動
を
も
っ
て
働
き

か
け
る
外
は
な
い
。
吾
々
の
運
動
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア

お
よ
び
地
主
の
勢
揃
い
に
動
員
さ
れ
る
大
衆
を
吾
々

の
味
方
に
引
き
入
れ
る
よ
う
に
運
動
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
。

　
更
に
総
選
挙
戦
に
お
け
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
お

よ
び
貧
農
の
威
力
は
、
決
し
て
投
票
の
多
数
に
よ
っ
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て
決
定
し
な
い
。
決
定
的
に
重
要
な
こ
と
は
大
衆
の

全
体
的
行
動
お
よ
び
そ
の
力
の
成
長
で
あ
る
。
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
ー
ト
お
よ
び
貧
農
は
こ
の
機
会
に
自
己
の

力
を
集
中
し
、
全
体
的
行
動
を
通
し
て
、
と
く
に
ブ

ル
ジ
ョ
ワ
お
よ
び
地
主
の
勢
揃
い
に
対
抗
し
、
自
己

自
身
の
力
を
発
揚
し
て
敵
を
圧
迫
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
生
活
を
保
証
せ
よ
。

　
土
地
を
与
え
よ
。

　
封
建
的
専
制
勢
力
お
よ
び
封
建
的
政
治
機
構
を
撤

　
廃
せ
よ
。

　
民
主
的
議
会
を
作
れ
。

　
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
大
衆
を
戦
場
に
追
い
や
る
虐
殺
戦

　
争
に
反
対
す
。

　
労
働
者
農
民
の
国
ソ
ヴ
ェ
ト
共
和
国
の
防
衛
。

　
支
那
革
命
の
擁
護
。

等
の
合
言
葉
の
下
に
、
大
衆
を
街
頭
に
導
き
、
ブ
ル

ジ
ョ
ワ
お
よ
び
地
主
を
逆
に
弾
圧
す
る
大
示
威
運
動

に
組
織
す
る
絶
対
機
会
こ
そ
、
二
月
十
一
日
な
の
だ

！一
、
共
産
党
員
は
各
細
胞
に
お
い
て
広
大
な
る
左
翼
、
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革
命
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
、
貧
農
を
動
員
し
て
こ

　
　
の
示
威
運
動
組
織
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ー
ヴ
を
と
れ
。

二
、
細
胞
は
独
自
の
活
動
に
よ
っ
て
、
こ
の
示
威
運

　
　
動
を
直
接
大
衆
の
欲
求
と
す
べ
き
で
あ
る
。

三
、
特
に
資
本
家
地
主
の
支
配
機
関
の
中
に
い
る
大

　
　
衆
へ
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
が
必
要
で
あ
る
。
在
郷

　
　
軍
人
会
お
よ
び
青
年
団
、
処
女
会
お
よ
び
青
年

　
　
訓
練
所
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
に
、
そ
し
て
彼
ら

　
　
の
前
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
貧
農
の
組
織
す
る
示
威

　
　
運
動
の
意
義
を
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
せ
よ
。

四
、
共
産
党
員
お
よ
び
革
命
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
貧
農

　
　
の
大
衆
は
あ
ら
ゆ
る
合
法
的
大
衆
団
体
の
中
に

　
　
於
て
、
労
働
組
合
、
農
民
組
合
の
支
部
に
お
い

　
　
て
、
大
衆
党
―
―
労
農
、
日
労
、
社
民
、
日
農

　
　
の
各
支
部
に
お
い
て
、
更
に
組
合
の
地
方
連
合

　
　
会
、
大
衆
党
の
地
方
聯
合
会
等
に
お
い
て
活
動

　
　
し
、
イ
ニ
シ
ア
チ
ー
ヴ
を
と
り
、
広
大
な
る
大

　
　
衆
の
要
求
と
せ
よ

五
、
各
合
法
団
体
の
下
級
機
関
は
、
上
級
機
関
を
動

　
　
か
し
マ
ゴ
マ
ゴ
し
て
い
る
右
翼
お
よ
び
日
和
見
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主
義
幹
部
を
動
か
し
て
大
衆
党
、
労
働
組
合
、

　
　
農
民
組
合
を
大
衆
的
に
参
加
せ
し
め
よ
。

六
、
労
農
党
お
よ
び
日
労
党
の
中
央
部
が
試
み
て
い

　
　
る
示
威
運
動
の
計
画
を
し
て
具
体
的
な
ら
し
め

　
　
る
よ
う
に
せ
よ
。

七
、
屋
外
大
衆
大
会
合
を
開
け
。

八
、
そ
れ
を
示
威
運
動
に
せ
よ
。

九
、
党
員
お
よ
び
革
命
的
労
働
者
は
、
特
別
に
示
威

　
　
運
動
の
組
織
を
計
画
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
各
工
場
に
大
集
会
を
開
い
て

　
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
威
力
を
集
結
せ
よ
！

　
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
露
骨
た
る
選
挙
妨
害
を
粉
砕

　
す
る
た
め
に
工
場
全
従
業
員
大
会
を
続
々
開
け
！

　
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
貧
農
の
革
命
的
同
盟
は
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
下
に
実
現
さ
れ
る
。
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
＝
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
は
単
に
理
論
と
実
践
で
は
な
い
、
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行
動
で
あ
り
闘
争
で
あ
る
。
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
行
動

お
よ
び
組
織
の
充
実
、
闘
争
の
激
化
が
事
実
上
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
＝
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
る
。

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
総
選
学
識
に
お
け
る
任
務
は
、
投

票
の
カ
キ
集
め
で
あ
つ
て
は
な
ら
ぬ
。
大
衆
行
動
の

綜
合
的
力
の
集
中
と
そ
の
具
体
的
展
開
で
あ
る
。

　
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
投
票
日
を
二
十
日
と
定
め
た
。

こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
か
？
　
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
投

票
を
す
こ
し
で
も
妨
害
せ
ん
と
す
る
計
画
で
あ
る
こ

と
は
明
瞭
だ
。
だ
が
か
か
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
露

骨
な
妨
害
が
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ
れ
は
ブ
ロ
レ
タ

リ
ア
ー
ト
を
憤
激
せ
し
め
、
闘
争
に
動
員
せ
し
め
る

こ
と
に
な
る
の
だ
。
日
本
共
産
党
お
よ
び
広
大
な
る

革
命
的
労
働
者
貧
農
の
大
衆
は
、
こ
の
契
機
を
即
時

に
捉
え
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
対
す
る
大
衆
的
抗
議

運
動
を
精
力
的
に
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
敵
が
権
力
を
利
用
し
て
法
律
の
か
げ
に
か
く
れ
て

暴
力
的
な
投
票
妨
害
を
す
る
に
対
し
て
、
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
ー
ト
は
ま
た
自
ら
の
力
に
よ
っ
て
そ
れ
と
暴
力

的
に
抗
争
す
べ
き
で
あ
る
。
各
工
場
に
お
い
て
は
党
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員
お
よ
び
革
命
的
労
働
者
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ー
ヴ
の
下

に
大
抗
議
運
動
を
展
問
せ
よ
！

　
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
暴
力
的
投
票
妨
害
の
事
実
を

精
力
的
な
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
よ
っ
て
曝
露
す
る
な
ら

ば
、
絶
え
ず
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
暴
虐
の
シ
モ
ト
に

苫
し
ん
で
い
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
各
種
の
全
体
的
要

求
を
激
発
せ
ず
に
は
置
か
な
い
。

　
そ
こ
で
党
員
お
よ
び
革
命
的
労
働
者
は

（
一
）
、
投
票
日
を
公
休
に
し
て
日
当
を
出
せ
、

（
二
）
、
各
工
場
お
よ
び
産
業
の
具
体
的
要
求
、

（
三
）
、
専
制
的
国
家
機
関
の
廃
止
と
民
主
的
議
会

　
　
　
　
の
設
置
、

等
の
要
求
の
下
に
職
場
大
会
、
工
場
大
会
を
開
け
、

そ
し
て
敵
の
暴
力
的
な
妨
害
に
対
し
て
投
票
当
日
に

お
け
る
半
日
間
の
ス
ト
ラ
イ
キ
お
よ
び
大
衆
的
投
票

を
敢
行
せ
よ
。

　
そ
し
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
威
力
を
示
せ
！

　
　
　
党
の
戦
略
上
に
お
け
る
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日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
地
位

　
　
―
総
選
挙
を
如
何
に
学
ぶ
べ
き
か
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
哲
次

　
日
本
今
日
の
支
配
者
は
全
人
口
の
七
％
を
占
め
る

大
ブ
ル
ジ
ョ
ア
と
、
同
じ
く
七
％
を
占
め
る
地
主
と

の
同
盟
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
被
支
配
者
た
る
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
二
六
％
、
貧
農
は
二
八
％
を
占

め
て
お
り
、
中
間
層
た
る
中
農
な
ら
び
に
中
小
ブ
ル

ジ
ョ
ア
は
急
激
な
る
分
解
作
用
を
強
要
さ
れ
つ
つ
あ

る
。

　
ブ
ル
ジ
ョ
ア
は
地
主
の
権
力
の
政
治
的
表
現
た
る

封
建
的
国
家
機
構
の
中
に
お
い
て
今
日
完
全
に
反
動

化
し
て
し
ま
っ
た
。
即
ち
地
主
は
樞
密
院
、
貴
族
院

に
そ
の
政
治
的
勢
力
を
特
っ
て
い
る
が
、
ブ
ル
ジ
ョ

ア
ジ
ー
は
衆
議
院
に
お
い
て
そ
の
政
治
的
勢
力
を
掌

握
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
封
建
的
勢
力

を
か
な
り
の
程
度
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア
化
し
、
ブ
ル
ジ
ョ

ア
ジ
ー
と
地
主
と
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
間
に
お
い
て
ブ
ル

ジ
ョ
ア
勢
力
の
増
大
を
来
し
つ
つ
あ
る
。
モ
ナ
ー
キ
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ー
は
漸
次
ブ
ル
ジ
ョ
ア
化
し
つ
つ
あ
る
。

　
今
日
に
お
け
る
政
権
の
運
用
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の

二
大
政
党
、
政
友
会
、
民
政
党
の
手
中
に
あ
る
。
今

日
の
政
権
を
直
接
に
握
っ
て
い
る
も
の
は
政
友
会
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
反
動
的
軍
閥
の
巨
頭
大
将
田
中
を

総
裁
と
し
て
い
る
。
特
に
反
動
的
政
党
で
あ
る
。
政

友
、
民
政
の
二
大
党
は
政
権
争
奪
を
中
心
と
し
て
、

今
日
彼
ら
同
志
の
激
烈
な
る
闘
争
を
や
っ
て
い
る
。

議
会
の
多
数
党
は
民
政
党
で
あ
る
が
、
政
友
会
は
政

権
維
持
の
た
め
に
多
数
党
を
取
ら
ん
と
し
て
議
会
を

解
散
し
た
の
で
あ
る
。

　
ブ
ル
ジ
ョ
ア
は
今
日
そ
れ
自
身
の
被
圧
迫
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
の
擡
頭
を
目
前
に
控
え
て
而
も
争
っ
て
い
る
。

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
直
接
対
峙
し
て
い
る
の
は
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
党
、
共
産
党
で
あ
る
。
共
産
党
は

日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
先
頭
部
隊
で
あ
っ
て
、

最
も
尖
鋭
化
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
。
こ
の
部
隊
は
労

農
、
日
労
、
社
民
、
日
農
の
四
党
お
よ
び
地
方
政
党

の
分
裂
的
な
組
織
の
下
に
あ
る
大
衆
党
を
指
導
し
て
、

大
衆
の
政
治
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
統
合
し
て
ブ
ル
ジ
ョ
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ア
に
対
峙
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
貧
農
の
大
衆
の
政
治
的
自
覚
は
極

め
て
低
い
。
従
っ
て
大
衆
党
は
各
々
分
立
の
状
態
の

下
に
進
撃
戦
に
乗
り
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
選
挙
協
定
は
事
実
上
に
お
い
て
地
盤
協
定
と
い
う

範
囲
に
お
い
て
は
破
れ
て
い
る
。
そ
し
て
共
産
党
は

ま
た
充
分
に
こ
れ
を
統
制
す
る
力
が
な
い
こ
と
を
認

め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
例
え
ば
東
京
五
区
の
問
題
の

如
き
。
大
衆
党
は
ダ
ラ
ク
幹
部
の
指
導
の
下
に
対
立

抗
争
の
事
実
を
い
ま
だ
改
め
な
い
の
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
貧
農
の
極
度
の
生
活
上
の
破
産
、
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
ー
ト
の
失
業
生
活
不
安
、
一
般
労
働
大
衆
の

生
活
上
の
脅
威
、
極
端
な
る
暴
圧
政
治
は
大
衆
の
現

実
闘
争
に
お
い
て
大
衆
の
切
実
な
る
協
同
闘
争
の
具

体
的
な
展
開
を
見
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
政
治
的
諸
関
係
、
力
の
相
互
関
係
は
ど
ん
な

変
化
を
導
き
つ
つ
あ
る
か
？

　
ま
ず
共
産
党
は
そ
の
戦
略
に
規
定
せ
る
封
建
的
、

専
制
国
家
機
関
の
撤
廃
、
モ
ナ
キ
ー
の
廃
止
、
資
本

家
と
地
主
と
の
政
治
的
同
盟
の
破
壊
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
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・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
完
成
―
―
そ
れ
は
日
本
の
客
観

的
諸
條
件
の
下
に
お
い
て
は
労
働
者
、
貧
農
の
革
命

的
、
民
主
主
義
的
独
裁
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
や
―
―

即
ち
ブ
ル
ジ
ョ
ア
地
主
の
政
府
に
代
っ
て
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
、
貧
農
の
政
府
を
樹
立
す
る
こ
と
が
当
面
の
任

務
で
あ
る
こ
と
を
労
農
大
衆
に
強
く
訴
え
、
大
衆
を

こ
の
闘
争
に
動
員
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
従
っ
て
今
日
共
産
党
は
当
面
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し

て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
、
貧
農
の
一
般
勤
労
大
衆
に
「
政

治
権
力
の
民
主
主
義
化
」
「
天
皇
の
政
府
に
代
わ
っ

て
働
く
も
の
、
民
衆
の
政
府
を
樹
立
せ
よ
」
の
中
心

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
与
え
る
の
で
あ
る
。
「
天
皇
に
結
び

つ
い
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
政
府
に
賛
成
か
」
こ
れ
が
今

日
の
総
選
挙
に
お
け
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
合
言

葉
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
を
指
導
者
と

す
る
地
主
、
フ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
の
決

死
的
闘
争
を
激
化
せ
し
め
て
ゆ
く
に
至
る
。
そ
し
て

政
権
争
奪
を
中
心
と
し
て
対
立
抗
争
し
つ
つ
あ
る
ブ

ル
の
二
大
政
党
を
し
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
関

す
る
今
日
以
上
に
組
織
的
な
協
同
戦
線
を
結
ば
し
め
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る
に
至
る
で
あ
ろ
う
。

　
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
経
験
を
通
じ
て
大
衆
党
の

分
裂
の
不
利
を
体
験
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
急
速
に
政

治
的
自
覚
を
促
進
す
る
に
至
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ

と
は
必
然
に
大
衆
党
の
合
同
へ
の
大
衆
的
欲
求
と
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
。
大
衆
は
総
選
挙
に
お
い
て
遺
憾

な
く
ダ
ラ
ク
幹
部
の
正
体
を
見
る
で
あ
ろ
う
。
例
え

ば
階
級
的
立
場
を
旗
印
と
す
る
日
労
が
、
須
貝
お
よ

び
綱
島
、
福
田
等
を
か
つ
い
だ
事
実
を
見
せ
つ
け
ら

れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
し
、
又
当
人
の
小
ブ
ル
・
デ
モ

ク
ラ
ッ
ト
た
る
性
質
を
明
ら
か
に
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
同
時
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
懐
柔
政
策
と
、
そ
れ

に
よ
る
遅
れ
た
大
衆
の
獲
得
、
直
接
の
右
翼
幹
部
の

買
収
と
そ
の
指
導
下
の
大
衆
の
瞞
着
、
こ
れ
は
或
る

程
度
の
成
功
を
見
る
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
は
ま
す
ま
す

天
皇
の
名
に
お
い
て
、
国
家
的
伝
統
を
利
用
し
て
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
、
貧
農
を
欺
瞞
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
利

用
す
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
彼
ら
の
本
質
上
の
利
権
、

政
権
争
奪
の
争
い
は
帝
国
主
義
時
代
に
お
け
る
金
融

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
諸
勢
力
間
の
闘
争
に
お
い
て
依
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然
続
け
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
間
に
存
在
す
る
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
政
党
の
戦
術
と
大
衆
動
員
は
政
界
を
ま
す

ま
す
不
安
定
に
導
く
。
解
散
に
つ
ぐ
解
散
が
不
可
避

的
な
状
勢
と
な
る
、
大
衆
党
の
対
立
が
漸
次
大
衆
党

の
合
同
―
合
同
せ
る
大
衆
党
大
衆
と
右
翼
ダ
ラ
ク
幹

部
の
対
立
を
生
む
に
い
た
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
過
程

は
急
速
に
進
展
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
然
し
ジ
グ
ザ
グ

な
道
程
で
あ
る
、
そ
し
て
も
っ
と
も
共
産
党
の
具
体

的
戦
術
の
如
何
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
共
産
党
の
今
日
の
総
選
挙
戦
に
お
け
る
当

面
の
任
務
な
ら
び
に
戦
術
は
、

（
一
）
、
選
挙
戦
と
大
衆
の
現
実
闘
争
を
結
び
っ
け

　
　
　
　
て
、
そ
れ
を
通
じ
て
大
衆
の
政
治
意
識
を

　
　
　
　
昂
揚
せ
し
め
る
こ
と
。

（
二
）
、
選
参
戦
を
通
じ
こ
れ
を
現
実
闘
争
と
結
び

　
　
　
　
つ
け
て
大
衆
党
の
合
同
お
よ
び
労
働
組
合

　
　
　
　
そ
の
他
の
大
衆
団
体
を
合
同
せ
し
め
る
こ

　
　
　
　
と
。

（
三
）
、
大
衆
と
ダ
ラ
ク
幹
部
と
の
対
立
を
現
実
の

　
　
　
　
事
実
に
よ
っ
て
激
成
す
る
こ
と
、
そ
し
て
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大
衆
を
共
産
党
の
側
へ
引
っ
け
る
こ
と
。

（
四
）
、
未
組
織
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
、
貧
農
の
組
織
を

　
　
　
　
拡
大
す
る
こ
と
。

（
五
）
、
議
会
を
再
び
解
散
せ
し
め
政
局
を
混
乱
せ

　
　
　
　
し
む
る
た
め
に
、
全
然
の
無
協
定
の
下
に

　
　
　
　
お
い
て
、
ブ
ル
政
党
の
対
立
を
利
用
し
、

　
　
　
　
政
友
会
に
絶
対
多
数
を
取
ら
せ
な
い
こ
と
。

　
　
　
総
選
挙
に
対
す
る

　
　
　
日
本
共
産
党
の
態
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
篠
原
精
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
一

　
今
日
日
本
の
政
治
的
権
力
を
握
つ
て
い
る
も
の
は

ブ
ル
ジ
ョ
ア
と
地
主
と
の
同
盟
で
あ
る
。
歴
史
的
に

い
え
ば
ブ
ル
ジ
ョ
ア
議
会
な
る
も
の
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア

ジ
ー
が
封
建
的
勢
力
即
ち
地
主
階
級
と
闘
争
す
る
強

力
な
武
器
で
あ
っ
て
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
進
歩
的

な
役
目
を
果
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
が
、
今
日
に
お
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い
て
は
議
会
の
本
質
は
全
く
反
動
的
な
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
第
一
に
国
際
的
に
見
て
帝
国
主
義
の
段
階

に
入
っ
た
今
日
、
議
会
は
彼
ら
の
虚
偽
、
欺
瞞
、
暴

行
な
ら
び
に
無
神
経
的
饒
舌
の
機
関
と
化
し
た
。
第

二
に
日
本
に
お
い
て
は
な
お
未
だ
封
建
的
地
主
勢
力
、

そ
の
政
治
的
表
現
た
る
君
主
が
残
存
し
て
い
る
に
も

拘
ら
ず
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
こ
れ
と
戦
う
こ
と
を

止
め
て
、
か
え
っ
て
緊
密
に
こ
れ
と
同
盟
を
結
び
、

自
己
の
覇
権
の
下
に
今
日
の
反
動
的
帝
国
主
義
的
支

配
権
力
を
形
成
し
て
い
る
。
彼
ら
は
議
会
の
背
後
に

お
い
て
ほ
し
い
ま
ま
に
そ
の
政
権
の
独
裁
的
運
用
を

行
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
議
会
は
彼
ら
の
搾
取
と
抑

圧
と
の
階
級
性
を
労
働
者
な
ら
び
に
農
民
大
衆
の
眼

か
ら
隠
蔽
す
る
た
め
の
く
だ
ら
な
い
オ
シ
ャ
ベ
リ
倶

楽
部
で
あ
り
、
労
働
者
農
民
を
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主

義
に
対
す
る
幻
惣
的
期
待
の
と
り
こ
と
す
る
有
害
な

ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
施
設
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
二

　
旧
選
挙
法
に
よ
る
最
後
の
日
本
帝
国
議
会
す
な
わ

ち
第
五
十
四
議
会
は
つ
い
に
解
散
さ
れ
た
。
そ
こ
で
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い
ま
や
新
選
拳
法
に
よ
る
議
会
の
召
集
の
た
め
の
総

選
挙
が
戦
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
新
選
拳
法
は
年
齢
、
性
別
、
居
住
等
に
か
ん

し
て
狭
隘
な
制
限
を
課
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
断
じ
て

普
通
選
挙
の
名
に
値
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し

兎
も
角
こ
れ
に
よ
っ
て
多
く
の
労
働
者
農
民
大
衆
が

議
会
に
参
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
日
本
共
産
主
義
者
は
議
会
な
ら
び
に
総
選
挙
に
対

し
て
無
関
心
で
い
て
い
い
で
あ
ろ
う
か
？
　
勿
論
否

で
あ
る
。
我
々
は
之
に
対
し
て
明
瞭
な
る
一
定
の
積

極
的
な
態
度
を
決
定
す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
。
し

か
ら
ば
如
何
な
る
態
度
を
と
る
べ
き
で
あ
る
か
？

　
日
本
共
産
主
義
者
は
積
極
的
に
議
会
な
ら
び
に
選

挙
の
闘
争
に
参
加
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
勿
論
我
々
は
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
大
衆
的
な
政
治
闘
争
を
組
織
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
政
権
を
奪
取
す
る

こ
と
を
我
々
の
目
的
と
す
る
。

　
大
衆
的
闘
争
は
武
力
的
内
乱
に
ま
で
発
展
す
べ
き

必
然
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
政
権

の
執
行
機
関
（
軍
隊
、
警
察
等
）
に
対
す
る
プ
ロ
レ
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タ
リ
ア
階
級
の
直
接
的
な
肉
迫
戦
で
あ
る
。
ブ
ル
ジ

ョ
ア
政
権
は
今
日
ま
で
に
議
会
に
あ
る
の
で
は
な
く

っ
て
、
議
会
の
背
後
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
議
会

に
対
し
て
突
撃
し
、
議
会
を
占
領
す
る
と
い
う
こ
と

は
無
言
味
で
あ
る
。
況
ん
や
か
か
る
空
言
な
議
会
か

ら
何
等
か
労
働
者
農
民
に
関
す
る
実
質
的
な
改
良
の

履
行
を
期
待
す
る
社
会
民
主
主
義
者
の
幻
想
と
は
、

徹
底
的
に
戦
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
日
本
共
産
主
義
者
は

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
大
衆
闘
争
の
強
力
な
る
展
開

の
補
充
支
点
と
し
て
ブ
ル
ジ
ョ
ア
議
会
の
合
法
性
を

最
も
有
効
に
利
用
す
る
た
め
に
、
議
会
を
利
用
す
る
。

即
ち
我
々
は
議
会
を
破
棄
す
る
た
め
に
議
会
に
入
り

込
み
、
議
会
の
内
部
か
ら
大
衆
的
闘
争
に
よ
る
一
切

の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
国
家
機
関
の
破
棄
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

ー
ト
に
よ
る
政
権
の
奪
取
の
道
を
助
け
る
の
で
あ
る
。

議
会
闘
争
は
あ
く
ま
で
も
、
内
乱
に
ま
で
発
展
す
る

大
衆
的
政
治
闘
争
に
従
属
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。

　
更
ら
に
他
面
の
考
察
が
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

日
本
の
労
働
者
農
民
大
衆
は
今
日
は
じ
め
て
ブ
ル
ジ
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ョ
ア
議
会
に
参
加
す
る
の
で
あ
っ
て
、
彼
等
は
多
か

れ
少
か
れ
議
会
な
ら
び
に
普
通
選
挙
に
対
す
る
民
主

主
義
的
幻
影
の
所
有
者
で
あ
る
。
彼
ら
の
か
か
る
幻

想
を
彼
ら
の
深
刻
な
る
政
治
的
経
験
を
通
じ
て
徹
底

的
に
打
破
す
る
こ
と
な
し
に
は
、
如
何
な
る
決
定
的

闘
争
の
開
始
も
不
可
能
で
あ
り
、
労
働
者
農
民
の
政

府
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
進
ん
で
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
大
衆
の
現
実
的
要
求
と
結
合
す
る

こ
と
は
不
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
故
に
我
々
は
労

働
者
農
民
の
現
実
の
利
益
の
代
表
者
と
し
て
も
、
ま

た
議
会
闘
争
に
率
先
し
て
参
加
し
、
共
産
主
義
の
見

地
に
た
ち
我
々
の
バ
ッ
ク
に
よ
っ
て
議
会
主
義
に
対

す
る
大
衆
の
幻
影
を
打
破
し
、
大
衆
を
社
会
民
主
主

義
指
導
下
か
ら
共
産
党
の
旗
の
下
に
戦
い
と
ら
ね
ば

な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
三

　
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
自
然
発
生
的
闘
争
の

昂
揚
と
農
村
に
お
け
る
貧
農
の
革
命
的
蹶
起
と
に
も

拘
ず
、
そ
の
階
級
的
組
織
道
程
の
お
く
れ
て
い
る
こ

と
、
労
働
者
な
ら
び
に
農
民
大
衆
が
深
き
政
治
的
無
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関
心
の
ま
ま
に
放
生
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
日
本
共

産
党
の
従
来
の
微
力
と
照
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
今

日
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
な
ら
び
に
地
主
の
二
大
政
党
た

る
政
友
会
、
民
政
党
は
都
市
労
働
者
の
後
進
分
子
と

農
村
に
お
け
る
中
農
は
も
と
よ
り
貧
農
大
衆
と
の
広

汎
な
る
支
持
の
上
に
た
っ
て
お
り
、
（
昨
秋
の
府
県

会
選
挙
戦
の
結
果
を
回
想
せ
よ
）
か
か
る
支
持
こ
そ

は
今
日
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
地
主
の
政
権
を
安
定
せ
し
め

て
い
る
階
級
的
力
の
関
係
で
あ
る
。
故
に
我
々
は
革

命
的
議
会
主
義
の
戦
術
に
よ
っ
て
労
働
者
な
ら
び
に

貧
農
の
大
衆
を
我
々
の
手
に
獲
得
し
、
中
農
な
ら
び

に
都
市
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
を
中
立
麻
痺
せ
し
め
る
こ
と

に
努
力
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
ま
た
我
々
は
ブ
ル

ジ
ョ
ア
諸
党
に
対
す
る
労
農
大
衆
の
闘
争
を
無
條
件

か
つ
全
般
的
に
支
持
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
我
々
は
大
衆

党
を
最
大
限
に
闘
争
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
広

汎
な
る
無
党
派
大
衆
（
実
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
政
党
の
影

響
下
に
あ
る
も
の
）
を
大
衆
党
に
集
結
せ
し
め
る
と

共
に
、
支
配
階
級
と
闘
い
つ
つ
あ
る
大
衆
党
を
我
々

と
大
衆
と
の
結
合
の
力
強
き
媒
介
た
ら
し
め
得
る
で
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あ
ろ
う
。
し
か
し
我
々
の
指
導
な
く
し
て
は
大
衆
党

の
力
強
き
闘
争
は
不
可
能
で
あ
る
で
あ
ろ
う
。
わ
が

党
自
体
の
候
補
者
が
立
て
ら
る
べ
き
で
あ
る
、
ま
た

我
々
は
大
衆
党
の
対
ブ
ル
ジ
ョ
ア
党
闘
争
を
強
化
す

る
た
め
に
共
同
闘
争
の
展
開
、
選
挙
協
定
の
実
現
に

鋭
意
努
力
し
、
大
衆
党
合
同
の
道
を
万
難
を
排
し
て

切
り
開
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
四

　
以
上
の
見
地
に
立
ち
日
本
共
産
党
は
現
下
の
国
会

選
挙
戦
に
対
し
て
次
の
態
度
を
も
っ
て
臨
む
も
の
で

あ
る
。

一
、
我
党
独
自
の
候
補
者
を
立
て
て
闘
う
。

二
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
諸
党
と
徹
底
的
無
慈
悲
的
に
闘
う
。

三
、
ブ
ル
ジ
Ｊ
ア
党
に
た
い
す
る
労
農
大
衆
党
の
闘

　
　
争
は
こ
れ
を
無
條
件
的
に
支
持
し
、
同
時
に
大

　
　
衆
党
間
の
選
挙
協
定
の
実
現
の
た
め
に
闘
う
。

　
　
し
か
し
な
が
ら
大
衆
党
の
社
会
民
主
主
義
的
乃

　
　
至
日
和
見
主
義
的
幹
部
に
た
い
す
る
自
由
な
る

　
　
批
判
の
権
利
は
断
じ
て
ゆ
ず
る
べ
き
で
な
い
。

四
、
選
挙
闘
争
を
大
衆
の
日
常
闘
争
と
最
も
強
力
に
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結
合
す
る
。

五
、
一
切
の
大
衆
団
体
（
労
働
組
合
、
農
民
組
合
、

　
　
青
年
同
盟
、
婦
人
同
盟
等
々
）
を
動
員
す
る
。

六
、
党
の
一
部
分
の
み
な
ら
ず
、
全
党
員
の
積
極
的

　
　
活
動
に
よ
っ
て
闘
う
。

七
、
政
策
。

　
　
君
主
制
の
撤
廃
、

　
　
労
農
の
民
主
的
議
会
の
獲
得
、

　
　
男
女
十
八
歳
以
上
の
選
挙
権
被
選
挙
権
獲
得
、

　
　
言
論
、
出
版
、
集
会
、
結
社
の
自
由
、
、

　
　
一
切
の
反
労
働
者
法
の
撤
廃
、

　
　
団
結
権
、
罷
業
権
、
示
威
運
動
の
自
由
、

　
　
失
業
手
当
法
の
獲
得
、

　
　
大
土
地
所
有
の
没
収
、

　
　
所
得
頑
相
続
税
、
資
本
利
子
税
に
た
い
す
る
極

　
　
度
の
累
進
賦
課
、

　
　
帝
国
主
義
戦
争
反
対
、

　
　
ソ
ヴ
ェ
ト
ロ
シ
ア
の
防
衛
、

　
　
植
民
他
の
完
全
な
る
独
立
、

八
、
中
心
ス
ロ
ー
ガ
ソ
に
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
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天
皇
と
結
び
つ
い
た
資
本
家
と
地
主
の
議
会
を

　
　
破
壊
、

　
　
労
農
の
民
主
的
議
会
を
つ
く
れ
！
！

　
　
労
働
者
に
職
と
仕
事
を
与
え
よ
！
！
　
　

　
　
大
土
地
を
没
収
せ
よ
！
！

　
　
労
農
大
衆
は
日
本
共
産
党
の
旗
の
下
に
戦
え
！

　
　
編
　
集
　
後
　
記

一
、
長
く
待
た
れ
た
中
央
機
関
紙
が
こ
こ
に
発
刊
さ

　
　
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
は
全
党
員
の
喜
び
で
あ
る
。

　
　
こ
れ
を
直
ち
に
指
導
的
な
も
の
に
す
る
の
は
全

　
　
党
員
の
義
務
だ
、
党
活
動
の
貴
重
な
経
験
が
今

　
　
後
ま
す
ま
す
こ
の
機
関
紙
上
に
反
映
さ
れ
て
、

　
　
名
実
と
も
に
日
本
共
産
党
中
央
機
関
紙
と
し
て

　
　
恥
し
か
ら
ぬ
も
の
に
な
る
よ
う
希
望
し
て
や
ま

　
　
な
い
、

二
、
今
日
の
政
治
情
勢
の
下
に
お
い
て
は
、
本
誌
は

　
　
非
合
法
的
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
、
機
関
紙
は
吾
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々
の
武
器
だ
。
吾
々
は
あ
ら
ゆ
る
注
意
を
払
っ

　
　
て
、
こ
の
武
器
を
敵
に
囲
さ
ぬ
よ
う
に
し
な
け

　
　
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
文
書
配
布

　
　
組
織
の
完
成
が
ま
ず
第
一
に
必
要
だ
。
全
党
員

　
　
諸
君
の
こ
の
方
向
に
お
け
る
努
力
を
望
む
。

三
、
本
誌
の
発
行
部
数
は
極
め
て
少
な
い
。
従
っ
て

　
　
こ
の
一
部
一
部
を
最
大
限
に
利
用
し
て
手
か
ら

　
　
手
へ
こ
れ
を
渡
し
、
革
命
的
労
働
者
な
ら
び
に

　
　
農
村
に
も
れ
な
く
読
ま
せ
、
彼
ら
を
吾
党
の
旗

　
　
の
下
に
結
成
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

四
、
本
誌
は
当
分
月
二
回
、
一
日
、
十
五
日
発
行
と

　
　
す
る
。

（
一
九
二
八
年
二
月
一
日
）

底
本
：
非
合
法
時
代
の
日
本
共
産
党
中
央
機
関
紙

「
赤
旗
」
三
一
書
房
刊
　

（
昭
和
二
十
九
年
）
年
七
月
三
十
一
日
発
行

辺
境
文
庫
に
て
P
D
F
製
本

2
0
0
7
年
十
一
月
七
日
作
成
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